
戦争が終わっても食料不足は続き、子どもたちの栄養状

態が心配されたことから、学校給食の再開を求める声が高  

まりました。アメリカ 

のLARA（アジア救援公 

認団体）から贈られた 

物資を使い、昭和22 

（1947）年１月に給食 

が再開しました。 

 

 

                                             

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

令和５年度１月号 

調布市立第五中学校 

～お知らせ～ 

1月２２日（月）～２４日（水）1年生はスキー移動教室， 

   振替休業日のため給食はありません。 

 

 

 

 あけましておめでとうございます。冬休み中は、日本の伝統文化に触れる機会も多かったの

ではないでしょうか。正月料理には、豊作や無病息災などの願いが込められていますが、昔も

今も、その願いは変わらないことを実感します。 

  

勉強を効率よく進めるには、早寝・早起きをし、朝ごはんをしっかり食べてから取りかか

るのがお勧めです。１日のうち、脳が一番活発に動くのは午前中なので、朝ごはんで脳へエ

ネルギーを補給することが、やる気や集中力を高めることにつながります。また、脳を活性

化するには、よくかむことも重要です。スープやゼリー飲料などで済ませずに、主食とおか

ずを組み合わせて食べることを心がけましょう。 

ご飯は粒のまま食べる

ので、ゆっくり消化・吸

収され、腹持ちがよく、

安定して脳へエネルギ

ーを供給します。 

学校給食の起源は、明治22（1889）

年にさかのぼります。山形県の大督寺とい

うお寺の中にあった小学校で、お弁当を持

ってこられない子どもたちに、昼食を無償

で提供したことが始まりとされています。

その後、全国へと広がりましたが、戦争に

よる食料不足などの影響で中断されてし

まいました。 


